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表紙写真

約 1,400 人の小・中・高校生が学ぶキリスト教系の公立学校。ニュージーランド
学校制度ではインテグレイテッド・スクール（私立と公立の中間）に分類される。
国際色豊かな学習環境で、23 の民族・国籍を背景に持つ多様な在校生が共に学
び、学業・芸術・音楽・スポーツ等の個性を尊重した学習機会を提供している。
諸外国からの語学留学や正規留学の受入れも積極的に行っており、2020 年３月
現在、日本人・日系の在校生は 31人である。

●自治体国際化協会（CLAIR クレア）とは
　自治体の国際化推進を支援すること等を目的とする自治体の共同組織です。
　 東京に事務局・本部を構え、ニューヨーク、ロンドン、パリ、シンガポール、

ソウル、シドニー、北京に海外事務所を設置しています。JET プログラム
事業、自治体の海外活動の支援、諸外国の地域活性化に関する情報収集、
さらには日本の地方自治体制度の世界への発信などを実施し、自治体と世
界各国の懸け橋となっています。

●JET プログラムとは
　 

●詳細はクレアホームページで！　　http://www.clair.or.jp/

JETプログラム（語学指導等を行う外国青年招致事業）とは、外国青年を
招致して地方自治体等で任用し、外国語教育の充実と地域の国際交流推進
を図る事業です。ALT（外国語指導助手）、CIR（国際交流員）及び SEA

（スポーツ国際交流員）の 3 種類があり、2019 年 7 月 1日現在 57 か国から
5,761 人の青年が国内各自治体で活躍しています。


